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6 .  未来に向けて
　福祉玩具は典型的なニッチ市場だからこそ，小さい企業が生き残れる可能性を有している．今国産の玩具を
購入しようとすると，相当な努力が必要である．市場規模は小さいが介護市場では良質で適正価格の玩具の需
要は確実に存在すると考えられる．
　現在生産の一部を吉備ワークホーム様へご依頼している．あまり量産には向いていないが，そこでは非常に
良心的なもの作りをしている．今後このような取り組みを増やしていき，私なりの社会貢献の方法を模索した
いと考えている．
　また本大学の学生のアイディアを活かしたいと考えている．一人で仕事をしていると，考え方が偏ってく
る．私自身もこの中で学ばせて頂きながら，学生ならではの柔軟な発想と行動力を活かした商品を企画してい
きたい．一方で大学の持っている存在感や知名度が十分活かせていないと感じている．活かし方によってはモ
ニター施設やお客様の反応も変わってくる．学生の方々には「モノ作り」やデザインを実践の中で学んで頂
ければと考えている．実際に事業の中では，デザインだけでなくマーケティング，プロモーション，生産との
交渉，営業活動など，総合的なプロデュースが必要となる．特にデザインにとって重要なのはマーケティング
で，いかにお年寄りや施設のニーズをつかみ，実際に使用する方々の為にデザインするかを心掛けて頂けたら
と考えている．
　最後に私自身あと20年もすれば立派な高齢者になる．その時に欲しいものが，今市場には少ない．当然体の
機能が衰え，筋力は落ち，記憶力も衰退することが予想される．その来るべき時を想像して，その時に使いた
いものをデザインする．もしそれが今日，明日に販売しても今の高齢者に使って頂けるのであれば，それは20
年使えるデザインになる．流行に左右されず，使い勝手が良く，定番的に売れ続ける商品こそが，私の考える
ユニヴァーサルデザインだと思っている．
　私はメーカーとして事業を行っている．メーカーの使命はその商品が欲しいと言ってくれるお客様の為にあ
る．従ってお客様が欲しいと言ってくださる商品をデザインし，提供しなければならないと考えている．
